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平成 29 年度第 1回 習志野市産業振興審議会 会議録 

 

○日 時  平成 30 年 2月 15 日（木）午後 6時 30 分 ～ 午後 7時 00 分 

○場 所  市庁舎 5階 5－3会議室 

○出席者 

【委  員】 髙橋 正英、鈴木 和弘、織戸 淳也、渡辺 勇、福井 正樹、高見 賢一 

市川 隆子、川村 浩司、西澤 一友、陶 良、長谷川 丈雄、前田 陽子 

〈欠  席〉 久保田 宗一郎、荻野 みゆき、鎌田 元弘 

【事 務 局】 齋藤 秀明（協働経済部長）、松岡 秀善（協働経済部次長） 

片岡 利江（協働経済部副参事 産業振興課長事務取扱）、 

忍 貴弘（商工観光係長）青野 孝幸（農政係長）柴野 夕子（金融労政係長） 

米倉、樋口、山田（産業振興課担当職員） 

 【商工会議所】 葛生 正文（中小企業支援室主任主事） 

【傍 聴 人】 なし 

 

 １.議題 

 （１）正副会長の選任について 

 （２）平成２９年度における産業振興関係事業の実績報告について 

 （３）その他 

【会議の概要】 

１.部長挨拶 

２.各委員自己紹介 

３.事務局職員紹介 

【議題】 

（１）正副会長及び議事録署名人の選任について 

 会長→互選により、髙橋委員を選出。 

 副会長→互選により、鈴木委員を選出。 

会議録署名人の指名について、名簿順により、織戸委員と渡辺委員を指名。 

 （２）平成２９年度における産業振興関係事業の実績報告について 
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【事務局】 

習志野市産業振興計画施策体系に基づき、平成２９年度の実績を報告。（資料１） 

1. 中小企業の経営支援 

2. 商業の振興 

3. 工業の振興 

4. 都市農業の振興 

5. まちづくり観光の振興 

6. 新たな産業育成と産学官連携の推進 

7. 勤労者支援と新たな人材活用 

【質疑】 

 なし。 

（３）その他  

【事務局】 

産業振興計画の期間が、平成２７年度～平成３１年度であることから、 

来年度、次期計画の策定準備を考えている。 

【長谷川委員】  

習志野市産業振興計画と長期計画は連動している。 

【事務局】 

 習志野市の長期計画が本市の大きな基本計画であり、 

産業振興計画においても、長期計画からより具体的かつ産業に特化した形で 

計画を作っていくという考えで進めていきたいと思っている。 

【長谷川委員】 

現在、秋津地域で民泊のようなことが行われている。 

 そこで、長期計画の中で市内の人口を増やすということを 

唱っておりますが、人口を増やすには住むところが当然、必要になってくる。 

ところが、先に中国人が借りてしまっている。 
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当時、民泊問題はあまり表面化していなく、これを市で制限ができないのか。 

もう１つは、新習志野駅前で倉庫が４月頃に出来るそうですが、例えば 500 人の労働者が 

4 月以降にその倉庫で働いて、新習志野駅を利用する場合、通勤は 

近ければ近いほど良いと思うのですが、周辺地域は民泊用として借りられてしまっている。 

 そこで、借りられてしまうと住めなくなってしまうと、勤務する方たちは 

市外から通勤することになってしまい、市内で働いていても住んでいるのは、 

市外になってしまうので、出来れば市民になっていただきたい。 

その辺のことも、市として制限するのかしないのかを検討していただきたい。 

【事務局】 

 民泊については、オリンピックのことが話題になった頃、 

千葉県の調査がありましたが、習志野市で実際に民泊を 

行っている方の把握はまだ出来ていない。 

【長谷川委員】 

UR の方では、把握しているとは思うのですが、秋津、香澄、袖ケ浦には、 

団地が多く、どの辺りまで借りているのか分からない。 

【事務局】 

 本来、民泊は厳しい手続きが必要であり、 

実際に民泊を行っている方々が届出をきちんと出しているのか 

分からないので、まずは把握することから始めていきたい。 

【長谷川委員】 

 また、芝園、茜浜地域に多くの流通倉庫がたくさんでき、 

最近では、新習志野駅前のロータリーを多くの方が利用している。 

出来れば、芝園、茜浜地域で働いている方々の 

通勤の負担を減らすために、習志野市に住んでもらうなど企業を交えて検討をしてもらいたい。 
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【事務局】 

市の方向性としても、「定住促進」というのもあり、 

関連部署等にも本日頂いた御意見を伝える。 

【長谷川委員】 

また、高齢化防止にもなり、秋津、香澄地域の高齢化も 

減少していくと思いますので、ぜひ検討していただきたい。 

【事務局】 

 今後については、色々な角度から見直しをしていきたい。 

本格的に計画を策定するのは、平成 31 年度なので、 

準備期間１年間で作るというよりは、少し余裕をもって、 

作ろうと考えているので、来年度から少しずつ入っていきたいと思う。 

【会長】 

その他、質疑ございますか。 

【質疑】 

なし。 

【会長】 

以上をもちまして、平成 29 年度第 1回習志野市産業振興審議会を閉会いたします。 

 

 

議事録署名人                   

 

 

              議事録署名人                   

 


